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( 協 ) 高 幡 木 材 セ ン タ ー「 し ま
ん と 製 材 工 場 」落 成 記 念 式 典
高 品 質 材 の 安 定 ・ 大 量 供 給 が 可 能 に
　４月 27 日、東大奈路地区で協同組合高幡木材セン
ターが新たに整備した「しまんと製材工場」の竣工式・
落成記念式典が行われました。式典には、濱田知事を
はじめ林業・木材産業の事業関係者が多数出席し、新
工場の門出を祝いました。新工場は、木材市場を運営
する協同組合高幡木材センターが国、県、町の補助金
を受け、最新設備の導入等を積極的に行い、コンピュー
タ制御で原木加工を行うメイン製材棟の他、３棟を新
たに整備しました。今後は、従来の市場で取り扱って
いる建材に加え、大径材加工や需要が高まる中高層ビ
ルといった非住宅分野の建築に必要な JAS 製品の供給
にも対応する予定で、四万十川流域の豊富な森林資源
を最大限に活用する木材流通拠点として運営していき
ます。

　このたび、千葉県船橋市在住の津
つ の

野生
い く お

夫様から、１００万円のご寄附をいただき
ました。
　奨学金制度で有効に活用させていただきます。ありがとうございました。

ご寄附を
いただきました

育 も ん ちゃ ん え ん ぴ つ 」を
寄 贈 し て い た だ き ま し た
町 内 全 て の 新 一 年 生 に

「筆 　4 月６日に「筆育もんちゃんの　ちゃんともてる　さ
んかくえんぴつ」の贈呈式が町民活動支援室で行われ
ました。 株式会社田邊建設取締役会長　田邊聖様と
四万十うなぎ株式会社代表取締役社長　大前達也様と
宗崎幸子様（代理出席　宗崎弘和様）から山脇教育長
に贈呈され、町内すべての小学校 1 年生に鉛筆を寄贈
してくださいました。また今年度は、小学校 2 年生にも
鉛筆が寄贈されました。この「筆育もんちゃんえんぴつ」
は、高知市の絵本の店コッコ・サンが考案したもので、
子どもが指をどこに置けばよいのかを意識しやすいように

「イラスト」がついています。
　寄贈していただいた鉛筆を使って、コッコ・サンによる

「えんぴつ持ち方教室」が順次開催され、子ども達は
可愛らしい魔法の呪文を唱えながら、鉛筆と指を合わせ
ていき楽しく正しい鉛筆の持ち方を学んでいました。
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５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
沖
縄

や
奄
美
地
方
が
梅
雨
入
り
す
る
と
、
本
州
の
南
岸
に
前
線
が
停

滞
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
る
で
梅
雨
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
ぐ

ず
つ
い
た
天
気
と
な
る
時
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
走
り
梅

雨
」
と
言
い
ま
す
。
走
り
梅
雨
の
「
走
り
」
は
「
先
駆
け
」
と

い
う
意
味
を
持
っ
て
い
て
、
梅
雨
入
り
に
は
少
し
早
い
時
期
の

ぐ
ず
つ
い
た
天
気
の
時
に
、
走
り
梅
雨
と
い
う
言
葉
を
使
う
の

で
す
。
な
ん
と
も
季
節
感
の
あ
る
日
本
ら
し
い
繊
細
な
言
葉
で

す
よ
ね
。

　
反
対
に
、
梅
雨
明
け
し
た
後
に
、
雨
が
続
く
時
に
使
わ
れ
る

言
葉
は
「
帰
り
梅
雨
」、
梅
雨
明
け
間
際
の
激
し
い
雨
は
「
送

り
梅
雨
」
で
す
か
ら
、混
同
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。　
　

　
そ
し
て
、
走
り
梅
雨
の
後
に
は
、
晴
天
が
続
い
て
そ
の
後
に

本
格
的
な
梅
雨
に
な
り
ま
す
が
、
年
に
よ
っ
て
は
走
り
梅
雨
が

長
引
い
て
そ
の
ま
ま
梅
雨
入
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
俳
句
の
世
界
で
は
「
走
り
梅
雨
」
は
、
六
月
初
旬
を

表
わ
す
夏
の
季
語
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
が
始
ま
る
と

使
え
な
い
の
で
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
梅
雨
入
り
ま
で
の
、
と

て
も
短
い
期
間
だ
け
の
季
語
な
の
で
す
。

　
走
り
梅
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合
は
蕾
み
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重
く
せ
り　
（
安
住 

敦
）
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